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ま
た
、
役
員
改
選
も
行
わ
れ

【
総
会
以
降
現
在
ま
で
の
活
動
】

ま
し
た
。
会
の
発
足
以
来
、
熱

い
思
い
と
高
い
識
見
で
導
い
て

○
荒
木
山
西
塚
古
墳

こ
ら
れ
た
久
松
会
長
・
戸
村
顧

令
和
四
年
度
後
期
発
掘
調
査

問
が
退
か
れ
ま
し
た
。
長
い
間
、

発
掘
調
査
準
備

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

二
月
一
五
日
（
水
）

令
和
四
年
度
の
事
業
と
決
算

発
掘
調
査

・
監
査
報
告
の
後
、
五
年
度
の

令
和
五
年
度
役
員

二
月
一
七
日
（
金
）
～

事
業
計
画
や
予
算
・
会
則
の
一

会

長

畦
田

正
博(

新)

三
月
一
二
日
（
日
）

部
変
更
等
に
つ
い
て
話
し
合
い

副
会
長

奥
田

健
治

ま
し
た
。

顧

問

久
松

秀
雄(

新)

品
販
売
の
出
店
な
ど
も
あ

《
事
業
計
画
》

同

平
井

典
子(

新)

り
、
会
を
盛
り
上
げ
ま
し

一
月
二
八
日
（
土
）
、
北
房

㈠
荒
木
山
西
塚
古
墳
の
発
掘
調

幹

事

井
原

隆
志

た
。
後
で
そ
の
様
子
が
Ｍ

文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
令
和
五
年

査
に
つ
い
て

同

宮
田

美
輝

Ｉ
Ｔ
な
ど
で
放
映
さ
れ
ま

度
の
北
房
文
化
遺
産
保
存
会
総

二
月
一
七
日
か
ら
の
調
査
で

同

山
﨑

和
光

し
た
。

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

も
発
掘
及
び
一
般
参
加
者
の

同

三
浦

明

世
話
を
。
秋
の
二
年
次
調
査

同

大
植

昭
一

に
も
全
員
で
取
り
組
む
。
古

同

原
田

重
隆

墳
の
清
掃(

柴
掻
き)

も
。

同

三
輪

能
章

㈡
西
の
明
日
香
村
ガ
イ
ド
養
成

同

梶
上

守

事
業
に
つ
い
て

庶

務

上
谷

仁
志

現
地
説
明
会

作
成
し
た
テ
キ
ス
ト
を
用
い

同

平
城

元

三
月
四
日
（
土
）

て
の
研
修
講
座
の
開
催

同

小
林

展
弘

晴
天
に
も
恵
ま
れ
県
内
各

㈢
会
員
活
動
用
ベ
ス
ト
の
作
製

会

計

志
田

浩
一

地
か
ら
約
一
三
〇
名
の
参
加

㈣
広
報
紙
「
荒
木
山
通
信
」
の

監

事

南
條

保
之

が
あ
り
ま
し
た
。(

県
外
か

真
庭
市
や
市
教
育
委
員
会
、

発
行
（
四
・
八
・
十
二
月
）

同

黒
田

秀
男

ら
の
参
加
者
も
）
ス
タ
ッ
フ

大
学(

同
志
社
大
・
駒
澤
大)

、

㈤
文
化
遺
産
に
係
る
ク
ラ
ウ
ド

（
新
）
：
新
役
員

と
し
て
説
明
や
案
内
等
、
会

専
門
家
の
先
生
方
の
ご
支
援
・

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
研
究

以
上
一
八
名
の
体
制
で
す
。

員
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話

ご
指
導
、
そ
し
て
本
会
会
員
や

《
会
則
の
一
部
変
更
》

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

に
な
り
ま
し
た
。

一
般
参
加
の
方
の
熱
意
、
ご
協

・
事
務
所
を
文
化
セ
ン
タ
ー

北
房
地
域
に
お
け
る
文
化
遺
産

説
明
会
の
数
日
前
に
は
、

力
、
地
権
者
の
ご
理
解
に
よ
り

内
に
。

を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
、

見
計
ら
っ
た
よ
う
に
丸
底
壺

令
和
四
年
度
の
発
掘
調
査
を
つ

・
会
費
を
大
学
生
千
円
、
高

五
年
度
も
保
存
・
活
用
・
研
究

や
長
頸
壺
な
ど
も
出
土
し
ま

つ
が
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き

校
生
以
下
五
百
円
。

に
取
り
組
み
ま
す
。

し
た
。
ま
た
、
地
域
の
特
産

ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上

2023年４月

第１7号

北房文化遺産

保存会

荒
木
山
通
信

令
和
五
年
度
も

取
り
組
み
ま
す

荒
木
山
西
塚
古
墳
の
発
掘

調
査
・
西
の
明
日
香
村

ガ
イ
ド
養
成
事
業

【出土の長頸壺】
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【土井２号墳平面図】

げ
ま
す
。

特
別
寄
稿

間
に
詰
め
込
ん
で
、
追
葬
陶
棺

こ
の
秋
に
は
二
年
次
の
調

の
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
の
で
あ
る
。

査
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
陶
棺
の
脚
と

宜
し
く
お

脚
の
間
に
び
っ
し
り
須
恵
器
等

願
い
致
し

を
詰
め
込
む
風
習
は
、
陶
棺
を

ま
す
。

土
井
２
号
墳
の
石
室
か
ら
は

間
に
少
な
く
と
も
十
二
人
以
上

複
数
持
つ
古
墳
で
は
普
遍
的
に

（
畦
田
）

二
基
の
陶
棺
が
出
土
し
た
。
石

が
埋
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
判

み
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
従
っ

室
の
奥
側
を
１
号
陶
棺
、
手
前

明
し
た
。
単
純
計
算
す
る
と
、

て
、
陶
棺
の
下
の
須
恵
器
類
が

○
ガ
イ
ド
用
テ
キ
ス
ト

側
を
２
号
陶
棺
と
命
名
さ
れ
た
。
約
一
〇
年
に
一
人
が
追
葬
さ
れ

追
葬
時
の
も
の
よ
り
も
確
実
に

三
月
一
日
（
水
）
発
行
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
イ
ヌ
の
骨

た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

古
い
の
で
あ
る
。

Ａ
４
・
五
〇
頁
。

は
１
号
陶
棺
の
下
か
ら
出
土
し

最
初
に
石
室
内
に
陶
棺
を
納

イ
ヌ
の
骨
は
１
号
陶
棺
下
の

た
。
陶
棺
の
下
と
言
っ
て
も
土

め
た
時
は
、
須
恵
器
等
の
副
葬

脚
と
脚
の
間
か
ら
出
土
し
て
い

時
代
は
遡
る
が
、
縄
文
時
代

管
状
の
脚
が
沢
山
付
い
て
い
る
。
品
は
陶
棺
の
周
辺
の
空
い
た
ス

る
の
で
１
号
陶
棺
の
被
葬
者
と

の
食
生
活
を
覗
い
て
み
よ
う
。

イ
ヌ
の
骨
は
、
そ
の
脚
と
脚
の

ペ
ー
ス
に
置
き
石
室
を
閉
塞
す

関
係
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

縄
文
時
代
に
な
る
と
狩
猟
採
集

間
に
須
恵
器
等
と
一
緒
に
詰
め

る
。
次
に
追
葬
の
必
要
が
生
じ

で
は
何
故
イ
ヌ
の
骨
が
古
墳
か

に
加
え
て
漁
労
活
動
が
大
き
な

込
ま
れ
た
よ
う
な
状
態
で
出
土

た
時
は
閉
塞
石
を
取
り
除
き
、

ら
出
土
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
。
食
し
た

し
た
。
何
故
わ
ざ
わ
ざ
陶
棺
の

陶
棺
を
石
室
内
に
運
び
込
む
の

イ
ヌ
の
骨
は
頭
蓋
骨
と
下
顎

後
の
獣
骨
、
貝
殻
、
魚
の
骨
な

脚
と
脚
と
の
間
に
詰
め
込
ん
だ

で
あ
る
が
、
副
葬
品
が
床
面
を

骨
だ
け
で
胴
体
部
や
胸
部
の
骨

ど
は
不
要
な
た
め
、
一
定
の
場

北
房
の
文
化
財
や
史
跡
を
載

の
で
あ
ろ
う
か
。

覆
っ
て
い
て
は
陶
棺
を
置
く
ス

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ

所
に
集
積
さ
れ
る
。
そ
れ
が
貝

せ
て
お
り
、
史
跡
の
案
内
等

横
穴
式
石
室
は
追
葬
の
た
め

ペ
ー
ス
が
な
い
。
そ
こ
で
須
恵

と
か
ら
調
査
を
担
当
さ
れ
た
京

塚
と
呼
ば
れ
る
ご
み
捨
て
場
で

で
活
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
造
ら
れ
た
墓
で
あ
る
。
土
井

器
等
の
副
葬
品
を
片
付
け
て
陶

都
大
学
の
池
田
次
郎
先
生
は
、

あ
る
。
従
っ
て
、
貝
塚
の
調
査

２
号
墳
は
出
土
し
た
須
恵
器
の

棺
を
置
く
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す

「
白
骨
化
し
た
頭
骨
だ
け
を
入

を
す
れ
ば
縄
文
人
が
何
を
食
べ

○
会
員
活
動
用

年
代
か
ら
約
一
〇
〇
年
間
に
わ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
最
初

れ
た
の
だ
ろ
う
」
と
推
測
さ
れ

て
い
た
の
か
が
つ
ぶ
さ
に
分
か

ベ
ス
ト

た
り
使
用
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

の
副
葬
品
を
陶
棺
の
下
の
脚
の

て
い
る
。

る
。

保
存
会
員
に

各
地
の
貝
塚
等
の
調
査
結
果

無
料
配
布
。
会
で
の
イ
ベ
ン

か
ら
、
縄
文
人
が
口
に
し
た
哺

ト
な
ど
で
着
用
し
ま
す
。

乳
類
は
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
を
始

(

三
月
四
日
の
現
地
説
明
会
の

め
サ
ル
も
含
め
て
七
〇
種
に
及

時
に
も
着
用
し
ま
し
た
。)

ぶ
。
鳥
類
は
ガ
ン
・
カ
モ
類
を

始
め
三
五
種
。
水
産
物
と
し
て

は
、
魚
類
七
一
種
、
貝
類
三
五

三
種
、
エ
ビ
・
カ
ニ
類
八
種
、

ウ
ニ
類
三
種
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
中
に
は
、
毒
の
あ
る

土
井
２
号
墳
か
ら
出
土
し
た
イ
ヌ
の
骨

元
津
山
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部
長

行
田
裕
美

【１号陶棺出土状況（土井２号墳）】
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フ
グ
、
ク
ジ
ラ
、
ア
ザ
ラ
シ
、

る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

【
創
作
民
話
】

大
い
に
喜
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

オ
ッ
ト
セ
イ
、
イ
ル
カ
な
ど
も

イ
ヌ
を
食
べ
た
痕
跡
だ
け
は
見

ご
褒
美
を
授
け
、
そ
し
て
石
川

含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
マ

つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

王
を
吉
備
の
大
宰
に
任
命
し
新

モ
な
ど
の
海
藻
類
一
九
種
も
確

つ
ま
り
、
縄
文
人
は
あ
ら
ゆ
る

し
い
国
造
り
を
急
が
せ
た
。

認
さ
れ
て
い
る
。

哺
乳
類
の
中
で
イ
ヌ
だ
け
は
食

石
川
王
は
、
都
か
ら
邪
気
を

植
物
食
と
し
て
は
、
ク
ル
ミ
、

べ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

飛
鳥
時
代
大
和
政
権
は
統
一

族
は
首
長

払
い
、
ま
た
不
老
長
寿
の
薬
と

ト
チ
、
ク
リ
、
ド
ン
グ
リ
、
シ

イ
ヌ
は
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な

国
家
の
実
現
に
あ
た
り
、
吉
備

格
で
地
勢

言
わ
れ
る
桃
の
実
を
持
ち
込
ん

イ
な
ど
の
堅
果
類
が
中
心
で
あ

ど
の
狩
猟
の
た
め
に
猟
犬
と
し

の
国
は
鬼
ノ
城
に
あ
っ
て
鬼
と

に
明
る
く
知
恵
者
で
猿
と
呼
ば

だ
。
人
々
は
大
変
に
喜
び
、
尊

る
。
ト
チ
や
ド
ン
グ
リ
な
ど
を

て
飼
育
さ
れ
た
縄
文
時
代
唯
一

恐
れ
ら
れ
る
権
力
者
を
屈
服
さ

れ
て
い
た
。
清
常
の
豪
族
は
雉

敬
の
念
を
も
っ
て
桃
太
郎
さ
ん

ア
ク
抜
き
し
た
と
考
え
ら
れ
る

の
動
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
イ

せ
よ
と
の
命
令
を
下
し
た
。

の
よ
う
に
広
い
視
野
を
持
ち
、

と
呼
ぶ
の
で
あ
っ
た
。

貯
蔵
穴
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。

ヌ
の
埋
葬
例
は
全
国
で
約
一
二

近
江
出
身
の
石
川
王
は
「
日

弓
矢
を
得
意
と
す
る
勇
敢
な
人

時
は
流
れ
、
大
宰
石
川
王
の

さ
ら
に
、
最
近
の
調
査
で
ダ

〇
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ

本
一
」
の
旗
印
を
掲
げ
進
軍
、

物
で
あ
る
。
絶
大
な
る
信
頼
関

訃
報
に
天
皇
は
深
く
哀
し
ま
れ
、

イ
ズ
、
ア
ズ
キ
、
エ
ゴ
マ
、
ヒ

し
て
、
イ
ヌ
は
縄
文
人
の
墓
域

中
津
井
は
高
機
山
の
ふ
も
と
近

係
の
中
、
平
定
後
の
国
造
り
の

そ
の
功
績
に
諸
王
二
位
を
贈
ら

ョ
ウ
タ
ン
な
ど
の
栽
培
種
が
発

内
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

江
川
原
に
駐
留
し
た
。
古
く
か

協
力
推
進
に
つ
い
て
も
話
し
合

れ
た
。
桃
太
郎
の
お
墓
は
、
安

見
さ
れ
、
縄
文
人
が
菜
園
を
営

る
。
イ
ヌ
は
縄
文
人
の
伴
侶
で

ら
畿
内
政
権
と
密
接
な
関
係
に

い
、
い
ざ
出
発
！

住
の
地
中
津
井
に
極
め
て
立
派

ん
で
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な

あ
り
、
生
活
を
共
に
し
て
い
た

あ
る
在
地
の
三
豪
族
が
出
迎
え

愛
称
の
犬
、
猿
、
雉
は
近
江

な
古
墳
が
造
築
さ
れ
、
安
ら
か

っ
て
き
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、

家
族
同
様
の
存
在
で
あ
っ
た
の

る
の
で
あ
っ
た
。

軍
と
共
に
鬼
ノ
城
に
攻
め
上
る
。

な
眠
り
に
つ
い
て
い
る
。

縄
文
人
は
現
代
人
よ
り
も
実
に

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
死
後
は

そ
の
一
人
は
忠
誠
心
が
強
く

持
ち
前
の
力
量
を
存
分
に
発
揮

悠
久
の
里
、
中
津
井
の
ロ
マ

多
く
の
食
材
を
口
に
し
て
い
た

ご
み
捨
て
場
で
あ
る
貝
塚
に
捨

武
勇
に
優
れ
た
土
井
の
豪
族
で

し
、
大
し
た
戦
乱
も
な
く
退
治

ン
は
奥
深
く
広
い
。

よ
う
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、

て
る
の
で
は
な
く
、
宮
城
県
田

犬
が
大
好
き
で
あ
る
。
定
の
豪

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
天
皇
は

食
べ
ら
れ
る
も
の
は
何
で
も
食

柄
貝
塚
の
例
の
よ
う
に
丁
寧
に

べ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
言
え

埋
葬
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

特
別
寄
稿

大
神
宮
と
玉
垣

イ
ヌ
と
共
存
し
た
縄
文
時
代

大
通
り
の
中
程
に
は
大
神
宮

が
そ
の
ま
ま
古
墳
時
代
に
当
て

の
額
を
掲
げ
た
鳥
居
が
あ
る
。

は
ま
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
１

こ
れ
は
、
か
つ
て
伊
勢
神
宮
の

号
陶
棺
被
葬
者
と
イ
ヌ
と
の
関

分
社
と
云
わ
れ
て
い
た
か
ら
で

係
の
謎
を
解
く
た
め
の
手
掛
か

金
屋
小
路
の
常
夜
燈
に
は
次

あ
る
。
明
治
維
新
後
は
山
田
神

か

な

や

し
よ
う
じ

り
の
参
考
に
な
れ
ば
と
思
う
。

の
解
説
（
要
旨
）
が
あ
っ
た
。

社
と
改
称
さ
れ
て
い
る
。

（
二
〇
二
二
．
一
二
．
一
二
脱
稿
）

・
成
羽
町
陣
屋
町
常
夜
燈

境
内
の
玉
垣
に
安
政
四
（
一

・
成
羽
町
指
定
史
跡

八
五
七
）
年
当
時
、
阿
波
、
九

※

土
井
２
号
墳
関
係
の
平
面
図
や

・
平
成
十
三
年
四
月
一
日
指
定

州
、
大
坂
な
ど
の
舟
問
屋
の
名

写
真
は
「
土
井
２
号
古
墳
」

・
文
政
十
一(

一
八
二
八)

年
建

前
が
刻
字
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

（
北
房
町
教
育
委
員
会
、
一
九

・
金
毘
羅
大
権
現
を
祀
る

は
成
羽
が
川
港
と
し
て
繁
栄
し

七
九
年
三
月
発
行
）
よ
り

・
町
の
安
全
を
守
る
常
夜
燈

て
い
た
史
実
を
物
語
っ
て
い
る
。

「

備
中
と
と
道
」

の
紹
介
（
そ
の
４
）

備
中
と
と
道
推
進
協
議
会

顧
問

森
山
上
志

【イヌの埋葬（宮城県田柄貝塚)】

奥
吉
備
の
里

備
中
中
津
井
の
桃
太
郎
物
語

中
嶋
ひ
ろ
し【

金
屋
小
路
の
常
夜
燈
と
小
祠
】
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丁
に
は
「
神
楽
に
よ
る
町
お
こ

４

成
羽
（
御
殿
屋
敷
）
→

万
治
元
（
一
六
五
八
）
年
に
入

し
」
を
願
い
、
陶
器
製
の
神
楽

吹
屋

ま

ん

じ

部
さ
れ
、
商
人
の
町
「
新
町
」

の
オ
ブ
ジ
ェ
が
町
筋
に
展
示
さ

①
成
羽
ー
窓
坂
峠
北
に
至
る

を
作
り
、
商
売
繁
盛
を
願
い
恵

れ
て
い
る
。

と
と
道

比
寿
様
を
勧
請
し
た
。
高
瀬
舟

そ
の
オ
ブ
ジ
ェ
を
楽
し
み
な

「
吹
屋
往
来
」
は
、
広
島
県

に
よ
る
物
資
の
集
散
を
薦
め
た

が
ら
西
に
進
む
と
、
本
丁
の
西

東
城
の
鉄
や
薪
炭
、
吹
屋
の
銅

町
作
り
が
明
治
維
新
後
も
継
続

端
近
く
に
鮮
魚
店
が
あ
る
。

や
弁
柄
等
を
成
羽
へ
運
び
、
高

さ
れ
て
き
た
。

そ
こ
に
は
古
い
広
告
（
引
き

瀬
舟
で
成
羽
へ
運
ば
れ
た
肥
料

（
壁
面
の
解
説
板
に

札
）
と
明
治
期
の
お
得
意
様
に

（
魚
粉
）
や
生
活
必
需
品
、
吹

よ
る
）

宛
て
た
請
求
書
が
展
示
さ
れ
て

屋
銅
山
で
働
く
人
夫
の
食
材
等

い
る
。
お
得
意
様
の
名
前
か
ら

を
吹
屋
や
東
城
へ
輸
送
す
る
路

牛
馬
供
養
塔
（
牛
と
馬
の
彫
刻
）

成
羽
藩
勘

定
所
遺
構

宇
治
方
面
に
も
取
引
先
が
あ
っ

線
で
あ
っ
た
。
一
方
、
江
戸
期

が
あ
る
。
こ
の
坂
道
を
牛
や
馬

か
ん
じ
よ
う
し
よ

大
通
り
は
城
下
町
ら
し
く

た
こ
と
が
伺
え
る
。
五
代
目
当

に
は
新
見
藩
主
が
参
勤
交
代
の

と
共
に
苦
労
し
て
山
越
え
し
た

「
大
曲
が
り
」
が
二
カ
所
遺
さ

主
の
話
に
よ
る
と
、
現
在
も
宇

帰
路
に
成
羽
か
ら
こ
の
往
来
を

昔
が
偲
ば
れ
る
。
と
と
道
は
右

れ
て
お
り
、
初
め
の
折
れ
曲
が

治
や
吹
屋
に
鮮
魚
を
販
売
に
行

利
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

手
の
道
を
上
る
。

り
に
は
恵
比
寿
神
社
が
祀
ら
れ

く
そ
う
で
あ
る
。

て
い
た
。
次
の
角
に
は
、
長
屋

成
羽
→
吹
屋
の
と
と
道
も
こ

門
を
持
つ
成
羽
藩
勘
定
所
遺
構

の
往
来
を
活
用
し
て
い
た
。
平

が
あ
る
。
勘
定
所
は
、
年
貢
米

成
時
代
に
な
り
広
域
農
道
の
設

の
管
理
、
高
瀬
舟
の
運
行
や
運

成
羽
以
北
の
広
域
の
後
背
地

置
に
よ
り
吹
屋
往
来
は
分
断
さ

上
金
の
管
理
等
を
す
る
重
要
な

か
ら
人
や
物
が
押
し
寄
せ
て
い

れ
、
と
と
道
が
判
別
で
き
な
い

役
所
で
あ
っ
た
。

た
時
代
の
繁
栄
の
様
が
、
現
在

箇
所
へ
は
私
ど
も
が
案
内
板
を

案
内
板
「
吹
屋
往
来
・
と
と

成
羽
の
領
主
山
崎
豊
治
公
が

の
長
い
商
店
街
の
跡
か
ら
も
容

立
て
て
い
る
。

道
」
に
従
っ
て
少
し
上
る
と
平

易
に
推
測
で
き
る
。

成
羽
美
術
館
（
御
殿
屋
敷
跡
）

坦
に
な
っ
た
所
に
「
水
道
記
念

こ
の
通
り
を
明
治
の
末
期
か

の
石
垣
（
野
面
積
み
）
を
見
た

碑
」
が
あ
る
。
「
長
さ
七
一
五

の

づ

ら

ら
大
正
の
初
め
に
か
け
て
魚
仲

後
は
、
魚
仲
仕
が
通
っ
て
い
た

間
・
人
夫
二
〇
〇
人
」
と
の
刻

仕
達
が
、
魚
籠
を
担
い
で
走
り

総
門
橋
を
渡
る
。
橋
の
北
詰
め

字
か
ら
集
落
の
人
々
の
労
力
で

そ
う
も
ん
ば
し

抜
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ

の
左
岸
を
少
し
川
上
に
進
む
と
、

生
活
用
水
を
確
保
し
た
こ
と
が

か
ら
吹
屋
の
区
間
を
運
ぶ
中
仕

か
つ
て
の
と
と
道
は
本
丁
の

高
瀬
舟
が
発
着
し
て
い
た
こ
と

分
か
る
。

達
に
魚
籠
を
渡
し
て
い
た
引
継

西
端
の
十
字
路
を
右
折
し
て
総

を
物
語
る
「
常
夜
燈
」
（
川
港

平
坦
な
部
分
を
道
な
り
に
進

ぎ
場
所
は
、
ま
だ
特
定
さ
れ
て

門
橋
を
渡
っ
て
い
た
が
「
平
成

の
灯
台
）
が
遺
さ
れ
て
い
る
。

む
と
広
域
農
道
と
合
流
す
る
。

い
な
い
。

の
と
と
道
」
は
左
折
し
て
山
崎

と
と
道
は
、
島
木
橋
を
渡
り

窓
坂

峠

ま
ど
さ
か
と
う
げ

鮮
魚
店
の
広
告(

引
き
札)

家
御
殿
跡
（
成
羽
美
術
館
）
に

東
枝
地
区
へ
向
か
う
。
坂
道
を

し
ば
ら
く
舗
装
道
路
を
進
み

商
店
街
の
中
心
で
あ
っ
た
本

立
ち
寄
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

少
し
上
っ
た
分
か
れ
道
の
角
に

右
手
の
山
道
に
入
り
、
窓
坂
峠

【大神宮の鳥居】【大曲がり】

【成羽藩勘定所遺構】

【明治期の引き札】

辻堂

総門橋

【牛馬供養塔】

明治３１(1898)年建立
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へ
向
け
て
山
道
を
上
る
。
「
菊

地
元
の
人
々
が
「
窓
坂
峠
」

理
道
と
交
差
す
る
。
そ
こ
か
ら

屋
地
蔵
」
の
案
内
板
の
脇
に
菊

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
少
し
進
む
と
左
手
に
捨
て
ら
れ

屋
佐
治
郎
と
刻
字
さ
れ
た
地
蔵

た
廃
車
が
あ
り
、
そ
の
廃
車
に

尊
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

と
と
道
は
昭
和
二
五
（
一
九

「
と
と
道
」
案
内
が
記
入
さ
れ

五
〇
）
年
頃
か
ら
通
行
し
な
く

て
い
る
。

な
り
、
松
枯
れ
病
に
よ
る
倒
木

案
内
板
に
従
い
右
に
進
む
。

「
荒
木
山
通
信
」
に
初
め
て

が
発
刊
し
た
「
岡
山
県
中
世
城

や
笹
類
の
繁
茂
に
よ
り
通
行
不

次
の
交
差
点
を
左
に
進
む
と
笹

寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

館
跡
総
合
調
査
報
告
書
第
２
冊

可
に
な
っ
て
い
た

が
自
生
す
る
狭
い
山
道
に
な
る
。

赤
坂
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く

ー
備
中
編
ー
」
に
は
「
荒
木
山

地
元
の
Ｔ
氏
が
自
ら
重
機
を

山
道
の
右
手
に
屋
根
を
付
け
た

お
願
い
致
し
ま
す
。

東
塚
城
跡
」
と
し
て
記
載
さ
れ

使
い
数
年
か
か
っ
て
か
つ
て
の

大
き
な
地
蔵
尊
（
建
立
年
不
明
）

十
一
月
末
に
初
め
て
古
墳
を

て
い
ま
す
。

と
と
道
を
復
元
さ
れ
た
。
こ
の

が
祀
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
前
に

訪
れ
、
発
掘
調
査
に
参
加
し
て

そ
れ
に
よ
る
と
、
「
古
墳
の

奉
仕
作
業
に
よ
り
「
と
と
道
」

置
か
れ
た
石
仏
に
は
文
化
十
年

き
ま
し
た
。
予
想
以
上
の
古
墳

後
方
部
を
二
〇
ｍ×

一
五
ｍ
前

が
再
び
通
行
可
能
と
な
っ
た
。

(

一
八
一
三)

の
刻
字
が
見
え
る
。

の
大
き
さ
に
驚
き
つ
つ
、
未
知

後
の
本
丸
と
も
い
う
べ
き
主
郭

そ
の
頃
、
既
に
こ
の
山
道
を
通

の
歴
史
が
解
明
さ
れ
る
か
も
知

と
し
て
お
り
、
前
方
部
を
長
さ

②

窓
坂
峠
北
ー
宇
治
に
至
る

行
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

れ
な
い
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

一
五
ｍ
、
幅
一
〇
ｍ
の
曲
輪
と

く

る

わ

と
と
道

関
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

し
て
使
用
。
曲
輪
の
先
端
部
は

さ
ら
に
上
る
と
牛
馬
水
飲
み

「
と
と
道
」
案
内
表
示
に
従

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

古
墳
の
墳
形
が
撥
形
に
開
い
て

ば
ち

場
と
番
所
跡
の
案
内
板
が
あ
る
。

い
、
「
宇
治
へ
の
山
道
」
へ
入

さ
て
、
現
在
発
掘
中
の
荒
木

い
て
、
前
方
後
方
墳
と
し
て
の

急
坂
を
登
り
切
っ
た
山
頂
あ

る
。
こ
こ
か
ら
宇
治
町
後
谷
地

山
西
塚
古
墳
の
東
側
に
は
荒
木

名
残
は
よ
く
留
め
て
い
る
。
さ

あ

ら

き

な

ご

り

と
ど

た
り
が
「
窓
坂
」
と
呼
ば
れ
て

区
ま
で
人
家
は
無
い
。
山
道
は

山
東
塚
古
墳
が
存
在
し
て
い
ま

ら
に
は
主
郭
の
南
東
側
に
は
幅

い
る
。
後
ろ
を
振
り
返
る
と
成

平
坦
で
普
通
車
が
通
行
で
き
る

す
。
こ
の
古
墳
は
、
全
長
四
五

一
五
～
二
〇
ｍ
ほ
ど
の
曲
輪
を

羽
の
町
が
展
望
で
き
る
。
前
方

く
ら
い
の
幅
員
が
あ
る
。

ｍ
の
前
方
後
方
墳
と
い
う
こ
と

形
成
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
周

に
は
ぽ
っ
か
り
と
空
い
た
空
間

し
ば
ら
く
進
む
と
高
圧
線
管

が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

り
を
二
～
五
ｍ
を
測
る
帯
曲
輪

が
窓
の
よ
う
に
見
え
る
。

そ
の
古
墳
が
造
営
さ
れ
て
、

で
囲
ん
で
い
る
。
古
墳
の
前
方

少
し
進
む
と
道
標
と
石
仏
が

千
数
百
年
経
っ
た
中
世
の
あ
る

部
前
面
に
は
、
高
さ
一
・
五
ｍ

あ
り
、
そ
の
道
標
の
刻
字
に
驚

時
期
に
山
城
と
し

い
た
。

て
改
造
さ
れ
て
い

か
い
ぞ
う

・
右

な
り
ハ
道

一
り
半

ま
す
。
特
に
墳
丘

・
左

ま
つ
や
ま

二
り
半

の
南
側
斜
面
と
北

詳
し
い
行
き
先
案
内
で
あ
る
。

側
斜
面
に
そ
の
造

側
面
に
は
「
北
谷
屋
」
と
あ
る
。

作
が
な
さ
れ
て
い

次
の
地
神
を
過
ぎ
る
と
、
後

る
よ
う
な
の
で
す
。

谷
地
区
の
集
落
が
見
え
て
く
る
。

二
〇
二
〇
年
に
岡

（
以
下
、
次
号
へ
）

山
県
教
育
委
員
会

古
墳
の
山
城
へ
の
改
造

津
山
お
く
に
じ
ま
ん
研
究
会

代
表

赤
坂
健
太
郎

【「菊屋地蔵」・案内板】【窓坂峠】

【宇治への山道】

【屋根付きの地蔵尊】

【荒木山東塚城跡縄張り図】

県中世城館跡総合調査報告書ー備中編ー
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と
一
ｍ
を
測
る
二
重
の
土
塁
、

く
時
に
そ
こ
に
た
ま
た
ま
あ
る

奇
稲
田
媛
を
助
け
る
た
め
八

く
し

い

な

だ
ひ
め

や

深
さ
一
・
五
ｍ
の
堀
切
に
よ
っ

大
き
な
古
墳
に
そ
の
ま
ま
段
差

岐
大
蛇
を
退
治
し
、
そ
の
尾

ま
た
の
お
ろ
ち

て
古
墳
が
立
地
す
る
尾
根
を
遮

を
つ
け
た
り
整
形
加
工
を
し
て

か
ら
霊
剣
を
と
り
出
し
、
姉

断
し
て
守
り
を
固
め
て
い
た
も

い
ま
す
。
当
時
は
古
墳
と
し
て

の
天

照

大

神
に
献
上
し
た
。

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

の
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
こ

の
認
識
は
な
く
、
小
高
い
丘
の

そ
の
後
、
瓊
々
杵
尊
の
天
孫

に
に
ぎ
の
み
こ
と

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

よ
う
な
も
の
と
考
え
て
い
た
と

昨
秋
の
北
房
文
化
交
流
祭
、

場
し
た
。

降
臨
に
際
し
三
種
神
器
と
し

こ
う
し
た
改
造
し
た
例
と
い

思
わ
れ
、
こ
れ
を
城
と
し
て
活

ド
ー
ム
の
舞
台
で
備
中
神
楽
が

し
か
し
、
私
は
考
え
た
。
平

て
下
賜
さ
れ
た
。

か

し

う
も
の
は
よ
く
あ
る
も
の
で
、

用
す
る
に
は
都
合
が
よ
く
、
次

高
梁
城
南
高
校
生
に
よ
っ
て
上

安
時
代
の
末
、
瀬
戸
内
海
の
壇

㈡

古
墳
時
代
が
始
ま
る
三
世

県
内
で
は
最
近
岡
山
市
内
で
発

第
に
城
改
造
へ
の
動
き
が
全
国

演
さ
れ
た
。
素
戔
鳴
尊
の
八
岐

ノ
浦
で
源
平
の
最
後
の
決
戦
が

紀
、
第
十
代
崇
神
天
皇
の
代

す
さ
の
を
の
み
こ
と

や
ま
た
の

す

じ

ん

掘
調
査
さ
れ
た
国
内
第
四
位
の

的
に
広
が
っ
た
よ
う
で
す
。
見

大
蛇
退
治
の
勇
壮
な
剣
舞
に
拍

あ
っ
た
。
確
か
あ
の
時
、
剣
は

の
こ
と
。
神
器
の
鏡
や
剣
と

お
ろ

ち

規
模
を
も
つ
前
方
後
円
墳
、
造

張
り
台
、
狼
煙
台
に
す
る
な
ど

手
が
鳴
り
止
ま
な
か
っ
た
。

七
歳
の
幼
帝
安
徳
天
皇
と
共
に

の
同

床

共

殿
（
同
居
の
こ

の

ろ

し

ど
う
し
よ
う
き
よ
う
で
ん

山
古
墳
が
あ
り
ま
す
。
後
円
部

し
て
、
二
次
的
に
利
用
し
て
い

あ
の
大
蛇
の
尾
か
ら
と
り
出

海
底
深
く
沈
み
遂
に
竜
神
の
守

と
）
を

畏

み
、

剣
と
鏡
を
笠

か
し
こ

か
さ

を
削
り
出
し
、
周
囲
に
土
塁
を

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
た
天

叢

雲

剣
は
、
そ
の
後

り
刀
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
た

縫

邑
に
小
さ
な
宮
を
つ
く
っ

あ
ま
の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ

ぬ
い
の
む
ら

構
築
し
て
い
ま
す
。
建
物
跡
の

（
二
〇
二
二
・
一
二
月

記
）

二
千
年
以
上
た
つ
が
、
ど
う
な

の
だ
が
…
。
念
の
た
め
平
家
物

て
祭
っ
た
。
そ
の
代
り
に
護

．
．
．
．

一
部
と
見
ら
れ
る
柱
穴
が
発
見

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

皇

語
を
開
い
た
。

身
用
の
剣
と
鏡
を
鋳
造
さ
せ

さ
れ
て
い
ま
す
。

《
俳
句
・
短
歌
コ
ー
ナ
ー
》

位
の
標
識
と
し
て
歴
代
の
天
皇

『
先
帝
身
投
』
の
段
。
「
二

て
宮
中
に
奉
安
し
た
。

．
．
．
．

美
作
地
区
周
辺
で
は
、
津
山

が
受
け
継
い
で
き
た
と
い
う
八

位
殿
曲
玉
を
わ
き
に
は
さ
み
、

㈢

次
の
垂
仁
天
皇
は
、
神
の

や

す
い
に
ん

市
二
宮
の
美
和
山
１
号
墳
、
上

○

泥
水
で
遺
物
を
洗
ふ

咫
鏡
・
天

叢

雲

剣
・
八
尺

宝
剣
を
腰
に
さ
し
主
上
を
い
だ

お
告
を
受
け
て
、
伊
勢
国
の

た
の

あ
ま
の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ

や

さ
か

つ
げ

横
野
の
小
丸
山
古
墳
、
戸
島
の

北
お
ろ
し

瓊
曲
玉
の
三
種
の
神
器
は
、
現

き
た
て
ま
つ
っ
て
…
…
浪
の
し

五
十
鈴
川
の
上
流
に
神
宮
を

に
の
ま
が
た
ま

じ

ん

ぎ

い

す

ず

局
笠
山
古
墳
、
真
庭
市
美
甘
の

○

古
墳
掘
る
忽
ち
に
し
て

天
皇
の
践
祚
の
令
和
元
年
五
月

た
に
も
都
の
さ
ぶ
ら
ふ
ぞ
、
と

建
て
斎
宮
の
制
度
を
つ
く
っ

せ

ん

そ

陣
山
城
跡
、
鏡
野
町
貞
永
寺
の

冬
の
土

一
日
、

剣
璽
承

継
の
儀
で
も
登

な
ぐ
さ
め
た
て
ま
つ
り
て
、
千

て
天
照
伝
来
の
剣
を
祀
っ
た
。

け

ん

じ
し
よ
う
け
い

春
日
城
跡
な
ど
で
改
造
例
が
挙

天
野
光
暉

尋
の
底
へ
ぞ
入
り
給
ふ
。
」

㈣

次
の
十
二
代
景
行
天
皇
は

げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
美
和
山
１

○

雲
海
の
ロ
マ
ン
あ
ふ
る
る

（
注
）
に
、
曲
玉
と
神
鏡
は
救

子
の
日

本

武

尊
に
九
州
に

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

号
墳
は
美
作
地
区
最
大
級
、
全

荒
木
山

わ
れ
て
都
に
還
っ
た
。

次
い
で
東
国
の
征
討
を
命
じ

長
八
〇
ｍ
の
前
方
後
円
墳
で
、

小
田
裕
章

そ
れ
が
歴
史
的
事
実
で
あ
れ

た
。
こ
の
時
、
吉
備
津
彦
が

後
円
部
を
大
き
く
削
り
出
し
、

○

こ
つ
こ
つ
と
発
掘
の
背
や

ば
、
現
存
す
る
宝
剣
は
何
な
の

側
近
と
し
て
従
軍
し
た
。

尊
み
こ
と

そ
の
南
端
に
土
塁
を
構
築
、
墳

返
り
花

か
。
私
は
神
話
か
ら
古
墳
時
代

は
東
征
に
際
し
、
叔
母
が
斎

丘
の
両
端
に
も
二
・
五
ｍ
ほ
ど

宮
田
敏
子

～
律
令
国
家
が
成
立
す
る
ま
で

主
で
あ
っ
た
伊
勢
神
宮
に
別

の
大
規
模
な
土
塁
を
築
い
て
い

を
述
べ
た
古
事
記
・
日
本
書
紀
、

れ
を
告
げ
る
た
め
立
ち
よ
り
、

る
と
い
う
も
の
で
す
。

○

土
削
り
運
ぶ

篩

へ
黙
々
と

古
代
～
鎌
倉
ま
で
記
し
た
愚
管

餞

に
天

叢

雲

剣
と
火
打

ふ
る
い

ぐ

か
ん

は
な
む
け

あ
ま
の
む
ら
く
も
の
つ
る
ぎ

ひ

う

ち

こ
う
し
た
古
墳
を
城
と
し
て

や
が
て
戻
さ
ん

抄

・
南
北
朝
の
神
皇
正
統
記
な

石
の
入
っ
た
小
袋
を
頂
い
た
。

し
よ
う

改
造
す
る
と
い
う
こ
と
は
岡
山

古
墳
の
眠
り

ど
で
宝
剣
の
行
方
を
追
っ
た
。

敵
の
火
攻
め
に
合
っ
た
時
、

県
内
周
辺
、
全
国
的
に
も
よ
く

畦
田
恵
子

そ
の
記
録
を
ご
覧
い
た
だ
こ
う
。

そ
の
剣
で
周
囲
の
草
を
薙
い

な

見
ら
れ
る
も
の
で
す
。
城
を
築

㈠

素
戔
鳴
尊
は
出
雲
の
国
で

で
迎
火
を
放
ち
勝
利
す
る
こ

す
さ
の
お
の
み
こ
と

む
か
え
び

伝
承
さ
れ
る
草
薙
剣

く
さ
な
ぎ
の
つ
る
ぎ

ー
古
代
の
剣

そ
の
１

ー

戸
村

彰
孝

【高梁城南高校生の素戔鳴尊】
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と
が
で
き
た
。
以
後
、

草

薙

剣
に
祟
れ
り
」
と
出
た
。
天

令
和
天
皇
践
祚
の
剣
は
複
製

で
天
羽
々
斬
と
い
う
。
現
代

く
さ
な
ぎ
の

た
た

あ
ま
の
は

は

ぎ
り

剣

と
い
う
。

皇
は
即
日
、
剣
を
熱
田
の
宮

で
御
世
器
と
い
う
。

の
考
古
学
で
い
う
土
井
二
号

つ
る
ぎ帰

途
、
伊
吹
山
の
神
に
祟

へ
送
り
置
く
こ
と
を
命
じ
た
。

（
熱
田
神
宮
の
話
）

墳
出
土
の
頭
椎
と
か
大
谷
一

た
た

か
ぶ
つ
ち

ら
れ
て
非
業
の
死
を
遂
げ
白

こ
れ
以
後
、
あ
の
天
照
大

⑶

神
話
に
登
場
す
る
神
々
が

号
墳
の
双
龍
環
頭
大
刀
と
い

鳥
と
な
っ
て
大
和
の
都
の
方

神
の
下
賜
さ
れ
た
三
種
の
神

帯
び
た
剣
は
、
刀
剣
の
長
さ

う
よ
う
に
柄
の
形
状
で
分
類

か
た

つ
か

へ
飛
び
去
っ
た
。
残
さ
れ
た

器
の
本
体
は
、
鏡
は
伊
勢
神

に
よ
っ
て
、
十

握

剣
、

九

握

す
る
も
の
で
な
い
。
今
後
両

と
つ
か
の
つ
る
ぎ

こ
こ
の
つ
か
の

剣
は
妻
の
宮
簀
媛
か
ら
尾
張

宮
、
剣
は
熱
田
神
宮
、
曲
玉

剣

な
ど
と
表
記
さ
れ
、
素
戔

者
の
照
合
が
必
要
と
な
る
だ

み
や
ず
ひ
め

つ
る
ぎ

の
熱
田
神
社
に
奉
献
さ
れ
た
。

は
宮
中
と
三
個
所
に
奉
祀
保

鳴
尊
が
使
っ
た
剣
は
十
握
剣

ろ
う
。

あ

つ

た

㈤

こ
の
剣
は
神
霊
の
宿
る
こ

管
さ
れ
今
日
に
至
っ
た
の
で

と
を
顕
す
事
件
が
第
三
十
八

あ
る
。
壇
ノ
浦
に
沈
ん
だ
剣

代
の
天
智
・
次
の
天
武
天
皇

は
崇
神
天
皇
代
に
造
ら
れ
た

発
掘
調
査
を
適
切
に
、
か
つ
効

の
代
に
お
こ
る
。
天
智
七
年

レ
プ
リ
カ
で
あ
り
、
今
日
践

果
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ

の
日
本
書
紀
「
是
歳
、
沙
門

祚
で
用
い
ら
れ
た
剣
は
鎌
倉

て
得
ら
れ
た
成
果
を
、
今
後
、

道
行
（
新
羅
出
身
と
伝
え
る
）

時
代
以
後
更
に
再
製
さ
れ
た

地
域
住
民
も
参
画
し
な
が
ら
、

草
薙
剣
を
盗
み
て
新
羅
に
逃

も
の
と
推
察
さ
れ
「
御
世
器
」

荒
木
山
西
塚
古
墳
第
一
次
発

て
一
体
と
な
り
、
北
房
地
域
の

ど
の
よ
う
に
活
用
し
、
例
え
ば
、

ご

せ

い

き

げ
向
く
。
而
し
て
中
路
に
風

と
よ
ば
れ
る
と
い
う
。

掘
作
業
が
、
事
故
や
怪
我
な
ど

文
化
遺
産
の
調
査
・
研
究
お
よ

全
国
の
古
代
史
フ
ア
ン
を
は
じ

雨
と
あ
ひ
て
、
ま
ど
い
て
帰

こ
う
し
て
私
の
謎
は
解
け
た
。

な
く
終
了
で
き
た
こ
と
に
安
堵

び
保
存
・
活
用
に
係
る
取
り
組

め
と
し
た
多
く
の
人
び
と
に
、

る
。
」

こ
の
盗
難
事
件
の
再

＝

余
談

＝

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
後
円
部

み
を
連
携
し
な
が
ら
お
こ
な
う

「
西
の
明
日
香
村
」
北
房
を
知

発
を
お
そ
れ
た
天
皇
は
、
剣

⑴

天
皇
の
歴
史
か
ら
言
え
ば

お
よ
び
そ
の
周
辺
の
発
掘
作
業

こ
と
で
、
「
西
の
明
日
香
村
づ

っ
て
も
ら
い
、
そ
し
て
訪
れ
て

の
所
管
を
熱
田
神
宮
か
ら
近

異
常
な
南
北
朝
時
代
、
後
醍

に
よ
っ
て
学
べ
た
こ
と
、
興
味

く
り
」
を
進
め
る
こ
と
に
あ
り

も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い
く
の

江
の
宮
中
に
移
し
た
。

醐
天
皇
即
位
の
時
も
三
種
神

深
か
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

ま
す
。

か
と
い
っ
た
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
・

㈥

壬
申
の
乱
で
大
友
皇
子
を

器
は
用
い
ら
れ
た
。
南
朝
が

は
、
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
書
い

近
年
、
文
化
遺
産
を
博
物
館

推
進
が
、
よ
り
大
き
な
目
標
で

倒
し
て
政
権
を
握
っ
た
天
武

奉
持
し
て
い
た
三
種
神
器
は

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ

等
で
公
開
す
る
と
い
っ
た
だ
け

あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た

天
皇
も
不
死
身
で
は
な
か
っ

将
軍
足
利
義
満
の
時
、
北
朝

こ
で
は
改
め
て
「
西
の
明
日
香

の
活
用
で
は
な
く
、
地
域
振
興

い
と
思
い
ま
す
。

た
。
病
床
に
伏
し
た
朱
鳥
元

に
奉
還
さ
れ
和
解
統
一
の

証

村
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
目
的

等
へ
結
び
つ
け
る
活
用
が
望
ま

も
ち
ろ
ん
、
今
回
の
よ
う
に

あ
か
し

(

六
八
六)

年
六
月
十
日
、
病

と
さ
れ
た
。
（
神
皇
正
統
記
）

等
に
つ
い
て
少
し
述
べ
た
い
と

れ
て
い
ま
す
。
北
房
の
文
化
遺

発
掘
作
業
の
段
階
か
ら
、
地
元

の
回
復
を
占
う
に
、
「
草
薙

⑵

熱
田
神
宮
の
祭
神
「
草
薙

思
い
ま
す
。

産
等
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
、

の
小
・
中
学
生
、
住
民
を
は
じ

剣
」
は
明
治
天
皇

今
回
の
発
掘
調
査
に
お
い
て

「
西
の
明
日
香
村
づ
く
り
」
は
、

め
県
内
の
人
び
と
を
巻
き
込
ん

に
よ
っ
て
封
印
さ

最
も
特
徴
的
な
こ
と
は
、
こ
の

ま
さ
に
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

で
、
古
墳
の
学
習
と
発
掘
作
業

れ
、
大
正
天
皇
も

体
制
に
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
、

し
た
が
っ
て
、
今
回
の
発
掘

を
お
こ
な
い
な
が
ら
、
参
加
者

昭
和
天
皇
も
開
封

こ
の
体
制
が
組
ま
れ
た
目
的
は
、

調
査
自
体
も
大
変
大
き
な
事
業

同
士
の
交
流
を
図
る
活
動
そ
の

さ
れ
ず
、
そ
の
刀

地
域
・
大
学
・
行
政
そ
し
て
考

で
す
が
、
一
方
で
目
標
達
成
の

も
の
が
、
一
つ
の
効
果
的
な
活

影
を
拝
見
し
た
者

古
学
等
の
専
門
家
か
ら
な
る
サ

た
め
の
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る

用
で
し
ょ
う
。

は
一
人
も
居
な
い
。

ポ
ー
タ
ー
が
共
同
事
業
体
と
し

と
も
い
え
ま
す
。
西
塚
古
墳
の

と
こ
ろ
で
、
当
保
存
会
で
は
、

【日本武尊の銅像】

「地図と地形で読む古事記」より

西
の
明
日
香
村
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と

北
房
文
化
遺
産
の
活
用

平
城

元
（
発
掘
担
当
）

【古墳の埋め戻し作業】
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発
掘
調
査
開
始
に
先
立
ち
、
真

ま
す
。

荒
木
山
西
塚
古
墳
発
掘
調
査

塚
古
墳
の
発
掘
に
参
加
さ
せ
て

掘
調
査
に
つ
い
て
知
り
ま
し
た
。

庭
市
北
房
振
興
局
と
も
連
携
し

こ
う
し
て
、
発
掘
調
査
と
並

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小
学
生
の
頃
に
授
業
で
北
房
の

な
が
ら
、
「
西
の
明
日
香
村
づ

行
し
な
が
ら
「
西
の
明
日
香
村
」

実
際
に
墳
丘
を
発
掘
す
る
と
、

古
墳
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
う

く
り
」
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、

北
房
へ
の
受
け
入
れ
態
勢
を
整

○

一
般
参
加
者
に
は
、
小
・
中
・

地
山
な
ど
の
地
層
が
と
て
も
良

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時

「
西
の
明
日
香
村
・
道
し
る
べ

え
る
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

高
生
の
参
加
も
あ
り
、
大
人
に

く
分
か
り
ま
し
た
。
ト
レ
ン
チ

か
ら
古
墳
に
興
味
を
持
っ
た
の

整
備
事
業
」
を
お
こ
な
っ
て
い

今
後
は
、
北
房
の
情
報
を
全
国

交
じ
っ
て
熱
心
に
発
掘
作
業
に
取

を
掘
り
進
め
、
自
分
の
手
で
土

で
、
こ
の
発
掘
調
査
に
参
加
し

ま
す
。
本
事
業
に
つ
い
て
は
何

に
向
け
て
発
信
す
る
事
業
も
必

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
中
の

器
を
掘
り
出
し
た
と
き
は
感
動

ま
し
た
。

度
か
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

要
と
な
り
ま
す
。

二
人
か
ら
感
想
等
を
寄
せ
て
も
ら

し
、
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

発
掘
調
査
に
は
二
日
間
参
加

詳
細
は
述
べ
ま
せ
ん
が
、
振
興

「
西
の
明
日
香
村
コ
ン
ソ
ー

い
ま
し
た
。

さ
ら
に
古
墳
の
築
き
方
や
土
器

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
古

局
と
保
存
会
で
計
二
四
基
の
道

シ
ア
ム
」
が
目
標
と
す
る
文
化

に
つ
い
て
考
察
で
き
た
こ
と
も

墳
を
削
る
作
業
と
、
削
っ
た
土

案
内
看
板
、
そ
し
て
「
西
の
明

遺
産
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り

荒
木
山
西
塚
古
墳
発
掘
に

楽
し
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

を
ふ
る
い
に
か
け
出
土
器
を
さ

日
香
村
」
の
メ
イ
ン
散
策
道(

山

は
、
単
に
文
化
遺
産
だ
け
で
な

参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て

荒
木
山
古
墳
に
は
、
ま
だ
ま

が
す
作
業
を
す
る
こ
と
が
で
き

の
辺
の
道
）
の
入
口
案
内
看
板

く
、
そ
れ
ら
を
育
む
環
境
や
景

岡
山
市

だ
多
く
の
謎
と
宝
が
眠
っ
て
い

ま
し
た
。
ふ
る
い
に
か
け
る
作

三
基
の
設
置
を
完
了
し
ま
し
た
。

観
、
そ
し
て
人
的
な
交
流
・
ネ

坂
東
郁
仁
（
小
６
）

る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
が
紐

業
は
、
出
土
器
が
土
と
よ
く
似

さ
ら
に
、
保
存
会
が
作
成
協
力

ッ
ト
ワ
ー
ク
も
含
め
た
総
合
的

僕
は
九
歳
か
ら
古
墳
に
は
ま

解
か
れ
て
い
く
こ
と
を
想
像
す

て
い
た
た
め
一
緒
に
参
加
し
た

し
た
散
策
マ
ッ
プ
「
北
房
史
跡

な
保
存
・
活
用
体
制
の
構
築
が

り
、
こ
れ
ま
で
県
内
外
の
古
墳

る
と
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

方
と
悩
み
な
が
ら
出
土
器
っ
ぽ

探
訪
ガ
イ
ド
＆
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
も
完

望
ま
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
を
延
べ
一
五
〇
〇
基
以
上
巡
っ

こ
れ
か
ら
も
西
の
明
日
香
村

い
も
の
を
分
け
て
い
き
ま
し
た
。

成
し
た
こ
と
で
、
誰
も
が
比
較

今
年
の
後
半
か
ら
再
会
さ
れ

て
い
ま
す
。
発
掘
調
査
の
現
地

・
北
房
の
魅
力
あ
る
文
化
財
を

残
念
な
が
ら
出
土
器
を
見
つ
け

的
容
易
に
目
的
の
遺
跡
等
に
辿

る
第
二
次
発
掘
調
査
で
も
、「
西

説
明
会
に
は
何
度
も
参
加
し
て

全
国
の
人
々
に
広
く
知
っ
て
も

る
こ
と
は
で
き
ず
悔
し
か
っ
た

り
着
け
る
整
備
が
か
な
り
進
捗

の
明
日
香
村
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
き
ま
し
た
が
、
古
墳
を
発
掘
し

ら
い
、
北
房
の
地
が
盛
り
上
が

で
す
が
、
一
緒
に
参
加
し
た
方

し
ま
し
た
。

体
制
に
よ
り
、
多
く
の
人
た
ち

た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
し
た
。

っ
て
い

が
土
器
の
か
け
ら
を
見
つ
け
、

そ
し
て
昨
年
か
ら
は
、
「
西

の
交
流
の
場
に
な
り
、
北
房
の

昨
年
二
月
、
北
房
で
の
「
西

く
と
い

本
物
の
土
器
を
見
る
こ
と
が
で

の
明
日
香
村
・
ガ
イ
ド
養
成
事

史
跡
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に

の
明
日
香
村
歴
史
講
演
会

荒

い
な
と

き
ま
し
た
。

業
」
を
開
始
し
、
史
跡
等
を
巡

知
っ
て
も
ら
え
る
場
に
な
る
こ

木
山
と
そ
の
時
代
」
に
参
加
し

思
い
ま

こ
の
発
掘
調
査
に
参
加
し
、

る
人
び
と
を
案
内
し
、
北
房
の

と
を
期
待
し
、
北
房
を
ど
ん
な

て
松
木
武
彦
先
生
の
講
演
を
お

す
。

地
域
の
良
さ
を
ま
た
一
つ
知
る

文
化
遺
産
の
魅
力
を
伝
え
る
ガ

「
西
の
明
日
香
村
」
に
し
た
い

聞
き
し
、
荒
木
山
古
墳
を
は
じ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ

イ
ド
を
養
成
し
て
い
く
計
画
で

の
か
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

め
と
す
る
北
房
の
古
墳
群
に
興

う
な
地
域
を
盛
り
上
げ
る
活
動

す
。
そ
の
ガ
イ
ド
養
成
の
た
め

味
を
持
ち
ま
し
た
。
北
房
で
古

に
、
ま
た
参
加
し
た
い
と
思
い

の
講
習
テ
キ
ス
ト
を
、
真
庭
市

墳
巡
り
を
し
、
荒
木
山
東
塚
・

ま
す
。

教
育
委
員
会
の
補
助
金
制
度
を

西
塚
も
訪
れ
、
前
方
後
方
墳
と

発
掘
調
査
に
参
加
し
て

活
用
し
、
完
成
し
た
と
こ
ろ
で

前
方
後
円
墳
が
並
ん
で
築
か
れ

真
庭
市

※

次
号
一
八
号
は
、
八
月
末

す
。
こ
の
事
業
は
、
北
房
の
文

て
い
る
様
子
に
衝
撃
を
受
け
ま

森
田
陽
介
（
中
３
）

発
行
で
す
。
皆
様
か
ら
の
投

化
遺
産
を
活
用
で
き
る
多
様
な

し
た
。
荒
木
山
古
墳
へ
の
関
心

僕
は
、
十
月
に
あ
っ
た
コ
ス

稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

活
動
に
繋
が
る
可
能
性
が
あ
り

が
高
ま
り
、
つ
い
に
荒
木
山
西

モ
ス
祭
り
で
荒
木
山
古
墳
の
発

【作業後の集合写真】

一
般
参
加
者
か
ら


